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　①～③までの３通は、豊臣秀吉の全国統一目前の南奥州（現福島県周辺）において北進する佐竹氏と、南進してきた伊
達政宗との抗争において佐竹義宣が岩瀬郡大里城主箭田野安房守に宛てた文書である。
　④は、豊臣秀吉が会津進駐途上で、箭田野領通過に当たって発した文書である。この朱印状が下された７月には宇都宮
城にて奥州大名に対する仕置き（宇都宮仕置）が行われ、翌８月９日会津黒川（現在の会津若松）に於いて豊臣秀吉の天
下平定がなされた。（奥州仕置）

文書解説 元仙北市文化財保護審議会会長　柴田 正蔵

　 会津の芦名義広が伊達政宗に敗れ（摺上原の合戦　天正１７年６月５日）、常陸の父(佐竹義重）の元に退かれた。兄
の義宣が仙道（福島県中通地方）での復権をねらって箭田野義正と軍事同盟の誓約を交わした起請文である。

市指定有形文化財（古文書）

１．指定名称　箭田野家文書
２．指定年月日　平成１１年１２月６日
３．所　　在　角館町西勝楽町
　　　　　　　（宗教法人　学法寺）
４．数　　　量　４通

①
②
③
④

　秋田藩家文書の名称

佐竹義宣起請文
佐竹義宣知行充行状
佐竹義宣知行充行状
豊臣秀吉禁制

学法寺での表書き
　義宣御證文
　義宣公御書
　義宣公御書
　秀吉御朱印状

年　　代　　
天正１７年７月２４日
         ７月２４日

天正１７年霜月３日
天正１８年７月　日
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①佐竹義宣起請文
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　起請文と同時に出されたもので、
箭田野氏の忠誠を条件に御代田
（郡山市）の領地を与えるとする書
状である。

②佐竹義宣知行充行状
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　政宗は会津攻略に続いて須賀
川の二階堂をも攻め滅ぼし、叔父
の石川昭光を須賀川に置き岩瀬地
方の制圧に当たらせた。対する佐
竹義宣も芦名・二階堂の残存勢力
を集め、政宗に抵抗した。義宣が箭
田野義正の忠誠を認め、岩瀬西部
の領地を与えるとする書状である。

③佐竹義宣知行充行状
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  岩瀬地方を侵略した伊達軍は箭田
野勢のこもる大里城を攻めあぐみ、政宗
の小田原参陣が遅れた一要因になっ
た。やがて秀吉は会津下向の途中、岩
瀬地方へ進駐する。この際に箭田野領
内へ禁制事項を示した条状で領地の
承認を裏付けている。

④豊臣秀吉禁制
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